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平成 26事業年度決算の概要 

 

 

Ⅰ 保証債務の皆減 

債務保証勘定において、債務保証先が銀行借入金を一括繰上弁済したことに伴い、

実施する債務保証は無しとなり、併せて、損失引当金の戻入を行った。 

（単位：百万円、未満切捨て） 

区 分 平成 25年度 平成 26年度 

保証債務残額 72 － 

保証債務損失引当金残額 6 － 

保証債務損失引当金戻入額 85 6 

 

Ⅱ 補正予算の執行 

  一般勘定において、平成 25年度補正予算（運営費交付金、1,002 百万円）を下表

のとおり執行した。残額については、平成 27年度中に執行予定。 

（単位：百万円、未満切捨て） 

 

Ⅲ 当期損益額の状況 

（単位：百万円、未満切捨て） 

勘 定 区 分 25 事業年度 26 事業年度 増 △ 減 額 

一 般 勘 定 60  212  151  

基盤技術研究促進勘定 20  0  △20  

債 務 保 証 勘 定 142  50  △91  

出 資 勘 定 1    1    0  

合 計 224  265  40  

 〔主たる増減理由〕 

・ 一般勘定 

   自己財源で取得した固定資産（減価償却費相当額）の増（60→217百万円） 

・ 基盤技術研究促進勘定 

研究開発委託先からの売上納付の減（53→27百万円） 

・ 債務保証勘定 

信用基金運用収入の減（88→64百万円） 

保証債務損失引当金戻入益の減（85→6百万円） 

 

 

 

区 分 
執 行 額 残 額 

（平成 27年度繰越額） 平成 25年度 平成 26年度 
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Ⅳ 利益剰余金の状況 

 

(1) 前中期目標期間繰越積立金の取崩し 

（単位：百万円、未満切捨て） 

勘 定 区 分 25事業年度末残高 当 期 取 崩 額 26事業年度末残高 

一 般 勘 定 658  △43  615  

債 務 保 証 勘 定 222  ―  222  

合 計 881  △43    837  

   〔取崩し理由〕 

・ 前中期目標期間までに自己財源で取得した固定資産の減価償却費に充当 

 

(2) 当期損益額の処分 

  独立行政法人通則法第 44条の規定に基づき、当期損益額を積立金又は繰越欠損

金に整理又は充当する。 

（単位：百万円、未満切捨て） 

区     分 25事業年度末残高 当期処分額 26事業年度末残高 

一 般 勘 定 積 立 金 1,152  212  1,365  

基盤技術研究促進勘定 繰越欠損金 △57,390     0  △57,389  

債 務 保 証 勘 定 積 立 金 245  50  296  

-出 資 勘 定 繰越欠損金 △2,812      1  △2,811  

合 計 
積 立 金 1,397 263  1,661  

繰越欠損金 △60,203 2  △60,201  

 

Ⅴ 効率化の達成状況 

（単位：百万円、未満切捨て） 

区 分 25年度決算額 26年度決算額 増 △ 減 額 効 率 化 率 

-一般管理費 1,982  1,922 △60   △3.0%   

事 業 費 26,690   26,148    △542   △2.0%   
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